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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、エキゾチック原子の分光により質量などの基礎物理量を精密に測定す

ることを目的としており、CERNにおける反陽子ヘリウム原子の精密分光研究とJ-P
ARCにおけるK中間子ヘリウム原子の分光研究の二つの柱からなっている。前者は反

陽子の質量を陽子の質量精度を越える精度で測定し、基礎物理定数の決定に貢献し

ようとするものである。本研究グループは、ドップラー幅を打ち消す二光子分光法

を用いて2.5~5×10-9の精度で共鳴周波数を決定し、反陽子―電子比として1836.1526
736(23)を求めている。結果は既にNature誌に掲載され、基礎物理定数推奨値の決定

に用いられることになっている。この精度は陽子の質量精度にかなり近づいたもの

であり、世界最先端の研究として高く評価できる。さらに精度をあげることも十分

期待がもてる。 
後者のK中間子原子の研究は、J-PARCが東日本大震災の影響で停止しているため

遅れがでているが、できるだけ早期に回復し目標を達成することを期待する。 
 


